
広島県では，県教育委員会による学校給食を活用した「ひろしま給食 100万食プロジェクト」を実施している。このプロジェク

トは，「ひろしま給食」レシピを児童生徒，保護者及び一般から募集し，広島ならではの給食メニュー５品を選定，そのうち１品

を統一メニューとして，県内全給食実施校で提供するものである。本校では，このプロジェクトの取組を通して，児童の食に関

する課題解決を図るために組織的・系統的に食に関する指導を行い，家庭・地域への食育につなげた。 

１ 本校のひろしま給食 100万食プロジェクトに係る主な取組 

第５学年 総合的な学習の時間  「健康レストランを開こう」 
４年生の食傾向を把握し，苦手な食材を克服するためのオリジナルレシピを考え，もてな
す。 

２ 取組の実際 
 本校のひろしま
給食 100万食プ
ロジェクトに係る
主な取組 専門機関（市地産地消推進課）による 

出前授業「地場産物と郷土料理」 

魅力的なメニューの考案 

湯田小パスタ 

つくレポの募集 ⇒ 家庭での実践 料理教室 ⇒ 応募メニューの活用 

３ 児童の変容
100万食プロジェ
クトに係る主な取
組 

 

 

学校 家庭 地域 

【校内研修】 

・理論研修 

・授業研究（家庭科・学級活動） 

・調理実習 

【ひろしま給食】 

・メニュー応募 

・メニュ―活用 

教科等 

食育通信 

料理教室 

【調理の実践】 

・つくレポ 

【PTA活動】 

・料理教室 

【幼稚園】 

・料理教室 

【公民館活動】 

・料理教室 

・児童の食に関する実態を共通理解するための研修 

・メニュー応募への積極的な働きかけ 

・メニューを活用したに関する指導や活動の場を設定 

・PTAを巻き込んだ活動の場を

設定 

・通信等を活用した情報発信 

・学校の取組を地域へつ 

なぐ活動の場を設定 

児童アンケート          （％） H27 H28 H29 

毎日朝食を食べる ９５．０ ９５．９ ９６．５ 

主食・主菜・副菜が揃った朝食を食べている ６６．５ ６６．８ ６７．６ 

食事の挨拶をする ７５．４ ８３．０ ９２．８ 

苦手な食材を使用した給食の残食率（％）   H27 H28 H29 

魚 
さんまの煮付け（骨あり） ４．４ １．７ １．３ 

鮭の揚げ物（骨なし） １．８ ０．２ ０．１ 

自分の健康に関心を持ち，進んで健康的な体づくりを取り組む子どもの育成 
～学校・家庭・地域をつなぐひろしま給食１００万食プロジェクトの取組を通して～ 

福山市立湯田小学校の食育の取組 

【学校】 

・児童の食に関する実態

を研修等で共通理解 

・メニュー応募への積極 

的な働きかけ 

・メニューを活用した食に 

関する指導や活動の場 

を設定 

  

【家庭】 

 ・PTA を巻き込んだ活動

の場を設定 

・通信等を活用した情報 

発信 

   

【地域】 

学校の取組を地域へつ 

なぐ活動の場を設定 

学校 

児童の疑問，発見 

情報共有 

児童の学習意欲の向上 

 学校  
市 

学校給食の取組 

ひろしま給食に選

ばれた理由の追究 

新しい発見・気付き 

自分たちのメニュー

に活用 

組み合わせ 

人気のパスタと 
苦手なきのこ 

地場産物 

旬のほうれん草
を活用 

 

ネーミング 

苦手な豆，納豆
を入れよう。 

においがパスタ
に合わない。 

【おうちから】 
炒めると糸を引かなくなって 

においがなくなる。 

糸を引くので 
食べにくい。 

納豆を入れて大成功。糸は引か
ないし，においがなくなった。 
 

家庭 

新しい知識と技を身に付け，次回の実践につなぐ。 
 

地域 

ねらいの把握 

メニューの提案 

担当者と話し合い 

メニュー決定 

PTA主催 

親子が料理の 

楽しさ，一緒に食
べる嬉しさを 
感じる場 

 公民館活動 

地域ボランティア 
の方の調理の技を 

教わる場 

第 59 回全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会（広島）全体会発表内容一部抜粋 


